



Family Support for Carers in Regional Comprehensive Care
Conceptualization of the Content of Support is Tried from the 














































　そこで本研究では、Ａ市において 2005 年 10
月から、地域包括ケアを視野に入れながら地域の
中でのホスピスケアの活動を行ってきた「Kケア












































































事例 1（遺族） 70歳代 女性 妻 0.4 年 娘 がん Kチーム：訪問看護週１回、訪問診療週１回
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家族介護者に対する支援内容 家族介護者の受け止め方 家族介護者が求める支援・抱える課題
事例１
夫に対しても､ 私に対してもすごく
気にかけてくれて、無理をしなくて
もいいですよ。こういう時はこうし
た方がなどど事細かに話してくだ
さった。
心穏やかにさせていただいた。最初
は、夫もしっかりしていたので、ド
クターに自分の病状というより気持
ちを吐露する感じでした。私の方も
こういう風ですがと話すと、ここは
こうですとこういう風になさったら
と、親身になってね。
病院では、先生とコンタクトをとっ
ても、その時に思ったことはとても
形式的なお話になる。患者の家族と
すると、安定させてもらえない。
先生がたぶん次はこうなる。次はと
いうことを話してくださった。
1つ 1つ先生からご指示を頂いてい
たので、そういう意味では、やっぱ
りということで、そういう風になる
ということで私自身冷静に対応でき
た。一番ありがたかったのはそこだ
と思います。
夫が気持ちの中でトイレに行こうと
思ったんでしょう。あれと思ったら
酸素が外れて荒い息でした。娘にす
ぐ連絡し、すぐに看護師さんに連絡
してきてくれました。
真夜中にほんとに何分もしないうち
に飛んできてきれて、私 1人では支
えきれなかった。大変なことを支え
てくださる方がいたことが、本当に
ありがたかった。
40数年専業主婦で、夫の収入でやれ
てきた時代です。そういう意味では
カルチャーショックもあります。何
が必要なのかの第一歩は個人だと思
う。小さな一歩から社会に繋がって
いく。少しだけじゃないかなぁ。一
歩が早ければ早いほど出やすい。気
持ち動かなかったが、それがデイサー
ビスにいってからです。この年でも
できることがあるのなら、出てみよ
うとと持ったのは、先生方にお世話
になり、月日とともにもう一歩につ
ながりました。一番ホットしたのが
娘でした。
しばらくして遺族会のご連絡を頂き
ました。
これまでに3回ぐらい出させて頂き、
こういうシステムになっているのか
ということを知りました。少しずつ、
皆さん気持ちが穏やかになっている
ように思います。私がデイサービス
に行く日は遺族会の方も多く、今後
は自分にあうのなら続けたいと思い
ます。
事例２
胃ろう、ストマで、受け入れる体制
も知識もない中で、次はこうなりま
すよ。と段階的にゆっくりと話して
くれました。
冷静に、準備、心構えなどをある程
度先が見えるように話してくれまし
た。
先が見えるのと見えないのとでは、
全然違う。こちらも安心できました。
状況がわかったため、その間に母と
いろんな話をしました。
退院しても長くないだろと思い、積
極的なリハビリはしませんでした。
そこが失敗と言うか、病院で在宅に
なる前に言えたかどうかです。1年
になるとは思いませんでした。
訪問入浴は、僕らも家にいないとい
けない。翌年になって Kチームのデ
イサービスのお風呂に入れました。
そうしたら喜んで､ どこかに行って
きたと。最後の 1ヶ月は私も行きま
した。本当は行かなくてもよいので
すが。
救急車を呼んでくれて冷静に対応し
てくれました。
訪問看護師さんもしゃしゃとやって
くれて落ちつきました。
市にも介護サービスに関してまとめ
た冊子がありますが、初めてだし病
院の退院時などに、もう少し詳しく
教えてくれると良いんだけど。死後
の事務処理も大変で、まだ残ってい
ます。
遺族会の連絡がありました。 ２回行きました。皆さん個々の思い
を話していますが、何をどう言った
ら良いか。半年や 1年で連絡がある
とまだつながっているとね。こちら
から連絡してもよいですが、用がな
ければ連絡しることもないし。必要
だと思います｡ 2 回目の時に、入会
しました。
事例３
主人がデイサービスに行く日が唯一
用足しができる日。２年ぐらい前か
らデイが週２回になりました。
私も用事がある（パーマや歯科医な
ど）分けです。吸引も何分かおきで、
ここ３年ぐらいは扉を開けて入り
シャワーぐらいしか浴びていません
でした。
私と同じような境遇の人と友だちに
なりたい。ここ５年ぐらい前にやっ
とひとり見つかって、デイに行って
いる時に、仲良くランチをしたりし
ています。介護している人なら誰で
もよいのではないんです。今は、介
護保険で何でもできるようになりま
した。だから、同じようなことがしゃ
べれる人、わかってくれる人が一番
です。
デイサービスは夕方４時頃になると
送り返す時間で、帰る人がいて手薄
になるんです。私の性格で吸引が気
になり、４時頃吸引にいってました。
失礼かと気にしましたが、デイの所
長が良いわよといってくれていまし
た。
私のためのデイなのにと思うけど、
重々意味はわかっているけど、以前
何回か家に帰ってすぐに吸引という
のがあったので、主人のことを考え
るとね。デイの所長は太っ腹ですか
らね。
病気や疾患があっても自分が体調が
良ければ出かけられるけど、介護者
は自分の体調が良くても出かけられ
ない。市報に介護の仕方を教えてく
れるというような良さそうな会が
あっても、行かれないから、ずっと
知らずじまいでやってきている。だ
から孤立してしまう。鬱にもなりま
すよ。
デイに行くと色々と気にかけてくれ
ました。
主人がいたころはわかりませんでし
たが、スタッフの方は普通の友だち
とは違いますでしょう。主人のこと
を知っていて私のこともわかってい
て、それが私も行かせてもらったこ
とが気休めになりました。
私は吸引器をもって、主人と Kチー
ムのお祭りに出かけましたが、大体
の人は介護をしているから来られな
い｡ 同じような病気や状況の人と、
つなげてくれると良いんだけど。そ
うもいかないみたい。
表２　質問項目ごとの対象事例の語り
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家族介護者に対する支援内容 家族介護者の受け止め方 家族介護者が求める支援・抱える課題
事例３
デイでは、アドバイスもしてくれま
したね。
行くことのでの良いことは、主人は
何も言えませんので、ノートにかけ
ないこと、本人から聞けないことを
聞かせてもらえました。
主人とは 30 回以上旅行に出かけま
した｡ 海外にも。昨年は、事故を起
こしてからのアルバムの整理を行い、
主人の笑顔もあり気が休まった。そ
れが癒やしでした。今は、私にもで
きること。やってあげられることは
ないかなあと思っています。市の講
座などにも出るようにしています。
ベッド上での排泄介助の方法を、訪
看さんに教えてもらいました。
主人は脊髄損傷でしたので、これま
で自己流で摘便をやってきました。
最初はトイレに座れたので座薬を入
れて何とかできましたが、ベットで
はどうしてよいかわからず、訪問看
護さんがきて先に準備ししておいて
やるので､ これで良いのねとわかり
ました。今まで病院ではそういうと
きは病室から出されていたので。
事例４
先生とか看護師さんは、母のケアを
しながら、母の話しだけじゃなく子
どもの心配、くだらないことなど、
色んな話を聞いてくれる。私のサポー
トとか私の不安なことを聞いてくれ
る。
私が安心できるので、母の状態も落
ち着いています。母の体操をしなが
ら、私がずっとしゃべっているのを
母が笑ったりしながら、くだらない
話をして発散させてもらっています。
だいぶ子どもが大きくなったんです
が､ K チームのデイサービスは緊急
時に使えない。何かの時にと別のデ
イサービスを利用しています。
良くやっている。こういうケアの方
法もある。
手足はこうやって動かした方がとか、
動かしながらアドバイスしてくれる。
完全に上からではなくて、よくやっ
ているとちゃんと認めてくださって、
こういうやり方もあるよという、と
ても優しい感じです。
子どもがもう少し大きくなったら働
きたい。年齢的に段々難しくなる。
仕事を辞めちゃったりするともう復
帰できないとか、そこら辺が難しい
と思っているんですけど。
物とかも身近にあるものとかで高価
な物は使いません。
家にある物を代用して、用意した方
が良いと言われたことはありません。
Kチームの場所にいけば、何かポッ
カリ空いたところをサポートしても
らえるだろうなあという安心感もあ
ると思うけど、地域デビューもこの
年になったらどうしたらいいのか。
私が看護師さんに話したこととか、
お医者さんに話したことが、私には
わからないような形で、皆んなに伝
わっているなと思うことがあって。
恥ずかしいような申し訳ないような
ですが、それ以来デイサービスでは
オムツカバーが減らなくなった。カ
バーは市からの供給が少ないからや
はり助かります。
事例５
パックの滅菌ガーゼを最初は準備し
たのですが、山崎先生はタッパに入
れられて持ってきて入れてよい。ガー
ゼも普通の大きなガーゼを切れば大
丈夫という風にいわれました。
一個一個買わなくて良いんだと思っ
たり、ガーゼも切ったものを用意し
ていたが、大きいものをきればよい。
吸引のカテーテルなどもケアタウン
を通じて入るようになりました。
父のふらつきを先生が心配して、病
院を紹介して頂いて検査をしたら難
病だということがわかりました。ク
リスマス直前にテスト退院で自宅に
戻ることができました。。手すり、ポー
タブルトイレ、介護保険の対応など
いろいろとありましたが、母が安定
しているので安心して退院の準備が
できました。
帰ってきたときは皮膚がぼろぼろ
だったので、アロマオイルを使うと
と勧められました。髪の毛も下地が
ぼろぼろでアミノ酸シャンプー。褥
瘡にはアズノールでした。
1年半ぐらいでぴかぴかの足になり、
髪はアミノ酸シャンプーを試してた
ら効いてきました。アズノールはて
きめん。夏が来るたびの褥瘡が、す
ぐに治った｡ 今も２～ 3日で消えて
いる｡ 最初の看護婦さんたちはレベ
ルが高いスーパーウーマンでした。
僕らで母をずっとみていたので、わ
からないでしょうと思っていたら、
僕らが引っ張られ、いつもにこにこ
していた。
最初は月曜日 1時間、水曜日 1時間
だったが、2年目からは、水曜日は
車椅子に乗れて､ 散歩もできて 1時
間半ぐらいになりました。
Kチームの桜祭りにも、父と二人で
母を起こして車椅子で行きました。
吸引器は用意してもらって。ドント
ン活動範囲が広くなっていった。母
は悪くなるどころは、年々元気になっ
ていきました。
母を見る環境が安定できるように僕
らを気遣ってくれる。
先生的には、僕らに何かがあって、
母のそばに僕らがいて、僕が怒った
り、父が入院したりすると、結果的
に母に対していいケアができない。
活動的な父が家にいることになった
ため、去年の夏から、先生が「リフレッ
シュのために Kチームのデイにとい
う話をしてくださって」、デイサービ
スに行くようになったんです。最初
は、家が気になってすぐに帰ると言っ
ていましたが、さすがにみなさんプ
ロで、今は最後までいるようになっ
ています。僕がいて、父がいて、そ
のなかに母がいるというのが、母の
健康状態にもプラスになっていると
思います。
母が熱出したりすると、24時間いつ
でも連絡してくださいといいます。
この間で連絡したのはほんの何回か
しかないですが。このレベルになる
と自宅でできませんね。ちょっとし
た事が、わからないから不安になる。
われわれはね。
母を直接見るだけでなく、母を見る
僕たちをみてくれる。父の血圧、僕
には寝てますか。ちゃんと食べてま
すかなど。
先生たちも母が安定していることが
うれしいと、ケアマネさんも言って
くれています。頼っているのか、楽
しくやっているのか、運がよかった。
小さいことでも教えてくれる。必ず
「何か気になっていることはありませ
んか」と、聞いてくる。徹底なさっ
ている。
僕らにとってはくださないことでも
先生たちにとっては大事だったり、
僕らが深刻だと思ていることがたい
したことではなかったり。今は心配
ない。周りからがっちり抱えてくれ
ている。
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不
安
の
受
け
と
め
・
傾
聴
具
体
的
な
予
測
の
提
示
迅
速
な
対
応
K
チ
ー
ム
の
拠
点
に
繋
ぐ
承
認
情
報
・
問
題
共
有
介
護
方
法
な
ど
の
提
案
事
例
１ 心
穏
や
か
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
最
初
は
、
夫
も
し
っ
か
り
し
て
い
た
の
で
、
ド
ク
タ
ー
に
自
分
の
病
状
と
い
う
よ
り
気
持
ち
を
吐
露
す
る
感
じ
で
し
た
。
先
生
か
ら
ご
指
示
を
頂
い
て
い
た
の
で
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
や
っ
ぱ
り
と
い
う
こ
と
で
、
そ
う
い
う
風
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
私
自
身
冷
静
に
対
応
で
き
ま
し
た
。
真
夜
中
に
何
分
も
し
な
い
う
ち
に
飛
ん
で
き
て
き
れ
て
、
私
1
人
で
は
支
え
き
れ
な
か
っ
た
。
こ
う
い
う
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
の
か
と
知
り
ま
し
た
。
私
が
デ
イ
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
く
日
は
､
遺
族
会
の
方
も
多
く
、
自
分
に
合
う
の
な
ら
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
事
例
２ 冷
静
に
、
準
備
、
心
構
え
な
ど
を
あ
る
程
度
見
え
る
よ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
先
が
見
え
る
の
と
見
え
な
い
の
と
で
は
全
然
違
う
。
状
況
が
わ
か
っ
た
た
め
、
そ
の
間
に
母
と
い
ろ
ん
な
話
を
し
ま
し
た
。
看
護
師
さ
ん
も
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
と
や
っ
て
く
れ
、
落
ち
着
き
ま
し
た
。
そ
し
た
ら
喜
ん
で
、
ど
っ
か
に
行
っ
て
き
た
と
。
最
後
の
1
ヶ
月
は
私
も
一
緒
に
行
き
ま
し
た
。
半
年
や
1
年
で
遺
族
会
の
連
絡
が
あ
る
と
ま
だ
繋
が
っ
て
い
る
と
ね
。
2
回
目
の
時
に
、
入
会
し
ま
し
た
。
事
例
３ 主
人
は
何
も
言
え
ま
せ
ん
の
で
、
ノ
ー
ト
に
か
け
な
い
こ
と
、
本
人
か
ら
聞
け
な
い
こ
と
を
聞
か
せ
て
も
ら
え
ま
し
た
。
主
人
が
い
た
こ
ろ
は
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。ス
タ
ッ
フ
の
方
は
普
通
の
友
だ
ち
と
は
違
う
で
し
ょ
。
主
人
の
こ
と
も
私
の
こ
と
も
わ
か
っ
て
い
て
、
私
も
行
か
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
気
休
め
に
な
り
ま
し
た
ね
｡
私
も
用
事
(パ
ー
マ
や
歯
科
等
）
が
あ
る
。
吸
引
も
何
分
か
お
き
で
、
こ
こ
３
年
ぐ
ら
い
は
扉
を
開
け
て
シ
ャ
ワ
ー
ぐ
ら
い
し
か
浴
び
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
主
人
は
脊
髄
損
傷
で
自
己
流
で
摘
便
を
や
っ
て
き
ま
し
た
。
最
初
は
ト
イ
レ
に
座
れ
た
の
座
薬
を
入
れ
て
な
ん
と
か
で
き
ま
し
た
が
、
ベ
ッ
ト
で
は
ど
う
し
て
よ
い
か
。
訪
問
看
護
さ
ん
は
先
に
準
備
し
し
て
お
い
て
や
る
の
で
､
こ
れ
で
良
い
の
ね
と
わ
か
り
ま
し
た
。
今
ま
で
病
院
で
は
そ
う
い
う
と
き
は
病
室
か
ら
出
さ
れ
て
い
た
の
で
。
私
の
た
め
の
デ
イ
な
の
に
と
思
う
け
ど
、
以
前
家
に
帰
っ
て
す
ぐ
に
吸
引
と
い
う
の
が
あ
っ
た
の
で
。
デ
イ
の
所
長
は
太
っ
腹
で
す
か
ら
。
良
い
わ
よ
っ
て
。
事
例
４ 私
が
安
心
で
き
る
の
で
、
母
の
状
態
も
落
ち
着
い
て
い
ま
す
。
上
か
ら
で
は
な
く
、
よ
く
や
っ
て
い
る
と
認
め
て
く
だ
さ
っ
て
。
優
し
い
感
じ
で
。
恥
ず
か
し
い
よ
う
な
で
す
が
、
以
来
デ
イ
で
は
オ
ム
ツ
カ
バ
ー
が
減
ら
な
く
な
っ
た
。
助
か
っ
て
ま
す
。
こ
う
い
う
や
り
方
も
あ
る
よ
と
い
う
、
と
て
も
優
し
い
感
じ
で
す
。
家
に
あ
る
も
の
を
代
用
し
て
、
用
意
し
た
方
が
良
い
と
言
わ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
事
例
５ こ
の
レ
ベ
ル
に
な
る
と
自
宅
で
で
き
ま
せ
ん
ね
。
ち
ょ
っ
と
し
た
事
が
、
わ
か
ら
な
い
か
ら
不
安
に
な
る
。
そ
れ
か
ら
、
K
チ
ー
ム
の
桜
祭
り
に
も
、
父
と
二
人
で
母
を
起
こ
し
て
車
椅
子
で
行
き
ま
し
た
。
吸
引
器
を
用
意
し
て
も
ら
っ
て
。
先
生
達
は
、
僕
ら
に
何
か
が
あ
っ
て
、
僕
が
怒
っ
た
り
、
父
が
入
院
し
た
り
す
る
と
、
結
果
的
に
母
に
対
し
て
い
い
ケ
ア
が
で
き
な
い
と
。
僕
ら
に
と
っ
て
は
く
だ
ら
な
い
こ
と
で
も
先
生
達
に
と
っ
て
は
大
事
だ
っ
た
り
、
僕
ら
が
深
刻
だ
と
思
て
い
る
こ
と
が
た
い
し
た
こ
と
で
は
な
か
っ
た
り
。
1
年
半
ぐ
ら
い
で
ぴ
か
ぴ
か
の
足
。
髪
は
ア
ミ
ノ
酸
シ
ャ
ン
プ
ー
を
試
し
て
た
ら
効
い
て
き
ま
し
た
。
ア
ズ
ノ
ー
ル
は
て
き
め
ん
。
す
ぐ
に
治
り
ま
し
た
ね
。
先
生
た
ち
も
母
が
安
定
し
て
い
る
こ
と
が
う
れ
し
い
と
。
一
個
一
個
買
わ
な
く
て
良
い
ん
だ
と
、
ガ
ー
ゼ
も
大
き
い
も
の
を
切
れ
ば
良
い
と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
て
。
表
３
　
支
援
内
容
を
も
と
に
し
た
家
族
介
護
者
の
受
け
と
め
方
研究ノート
